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市
で
は
、
男
女
と
も
に
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
行
動
計
画
「
ヒ
ュ
ー
・

ウ
ー
・
マ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
、
共
に
考
え
な

が
ら
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
推

進
す
る
た
め
、「
長
浜
市
男
女
共
同
参

画
を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
委

員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
計
画
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
行
動
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
考
え
、
建
設
的
な
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
人

②
年
間
２
〜
５
回
程
度
、
平
日
に
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

③
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢

が
満
18
歳
以
上
の
人
（
た
だ
し
、

高
校
生
は
除
く
）

④
市
内
に
在
住
、
通
勤
ま
た
は
通
学

し
て
い
る
人

⑤
公
職
に
あ
る
人
お
よ
び
常
勤
の
公

務
員
以
外
の
人

⑥
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
の
う
ち
、

す
で
に
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
い

る
機
関
が
２
以
下
の
人

【
募
集
人
数
】

３
人
（
選
考
委
員
に
よ
る
選
考
の

結
果
、
３
人
に
満
た
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）

【
任
期
】

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
５
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

【
応
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
･
年
齢
･
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
・

提
案
を
800
字
以
内
に
ま
と
め
た
意
見

書
を
添
付
し
て
、
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。（
様
式

は
自
由
）

【
締
切
り
】

５
月
19
日
（
金
）
必
着

【
応
募
先
】

〒5
2
6
-8
5
0
1

長
浜
市
高
田
町

12
番
34
号
　
長
浜
市
役
所
人
権
施
策

推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

E-m
ail:jinken@

city.nagaham
a.shiga.jp

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
人
権
施
策
推

進
課
（
1.

65
６
５
６
０
／
�.

65
８
５
５

５
）
へ
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
や
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
い
た
だ
け
る
方
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
内
容
が
盛
り
だ
く
さ

ん
！
書
籍
「
団
塊
老
人
」
で
話
題
の

作
家
三
田
誠
広
さ
ん
の
講
演
会
も
あ

り
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
18
年
６
〜
９
月
（
全
７
回
）

【
派
遣
先
】

滋
賀
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
近
江
八
幡
市
鷹
飼
町
80-

４
）

【
対
象
】

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
男
女
共
同

参
画
に
関
心
の
あ
る
人
（
18
歳
以

上
・
高
校
生
除
く
）

【
定
員
】

２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
受
講
料
】

無
料
（
旅
費
は
市
負
担
）

【
応
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
応
募
動

機
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
・
封
書

も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

〒5
2
6
-8
5
0
1

長
浜
市
高
田
町

12
番
34
号
長
浜
市
役
所
　
人
権
施
策

推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

E-m
ail:jinken@

city.nagaham
a.shiga.jp

【
締
切
り
】

５
月
10
日
（
水
）
必
着

���
���
���
���
���
���
���

女性の悩み相談

女性にしかわからない悩みっ

て、たくさんありますよね。

そんな時１人で悩まず、気軽

に相談に来てください。（要予約）

○とき
５月９日 午前10時～午後２時
５月20日 午後１時～午後４時
○ところ
長浜市民交流センター相談室
○相談員
下地久美子さん（臨床心理士）
○料金
無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
○問い合わせ先
市人権施策推進課(1 . 65６５５

６・専用ダイヤル・平日)、長浜
市民交流センター(1 . 65３３６
６・土日)

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
場
合
は
、

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

人
権
特
設
相
談
所

６
月
１
日
（
木
）
に
市
内
３
箇
所

の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
無

料
。
秘
密
厳
守
。

○
湖
鳥
の
里
（
西
部
福
祉
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）、
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

ま
で
、
中
川
委
員
・
藤
澤
委
員
。

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

金
沢
委
員
・
野
口
委
員
。

○
浅
井
支
所
相
談
室
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
石
田
委
員
・
福
田

委
員
・
嶋
寺
委
員
・
草
野
委
員
。

○
び
わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
吉
村
委

員
・
蓮
元
委
員
・
伊
藤
委
員
。

相
談
に
つ
い
て
の
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
大
津
地
方
法
務
局
長
浜
支

局
（
1.

62
０
５
０
３)

へ
。

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん

藤
澤
　
玲
子
　
委
員

（
小
沢
町
・
1.

62
５
９
８
９
）

金
沢
　
作
衞

さ
く
え
い

委
員

（
加
納
町
・
1.

62
１
６
３
４
）

中
川
　
　
望

の
ぞ
む

委
員

（
加
田
町
・
1.

62
２
９
９
８
）

宮
本
香
代
子
　
委
員

（
三
ツ
矢
町
・
1.

62
５
５
１
１
）

野
口
ア
ヤ
子
　
委
員

（
山
階
町
・
1.

62
５
８
７
０
）

�
田
　
�
子
　
委
員

（
大
辰
巳
町
・
1.

62
３
５
７
７
）

三
原
　
文
雄

ぶ
ん
ゆ
う

委
員

（
西
上
坂
町
・
1.

62
５
３
７
１
）

沢
尾
　
武
廣
　
委
員

（
大
宮
町
・
1.

63
９
５
６
５
）

石
田
　
　
賢

ま
さ
る

委
員

（
谷
口
町
・
1.
74
２
７
５
０
）

福
田
　

せ
い

子こ

委
員

（
三
田
町
・
1.

74
１
５
２
５
）

嶋
寺
　
輝
男
　
委
員

（
東
野
町
・
1.

74
１
２
６
９
）

草
野
　
文ふ

み

雄お

委
員

（
寺
師
町
・
1.

76
０
８
２
９
）

吉
村
　
宏
昌

ひ
ろ
よ
し

委
員

（
錦
織
町
・
1.

72
３
４
８
３
）

蓮
元
　
紀
子
　
委
員

（
難
波
町
・
1.

72
２
６
９
７
）

伊
藤
　
賢け

ん

隆り
ゅ
う

委
員

（
富
田
町
・
1.

72
３
８
３
７
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

高
齢
者
の
人
権

高
齢
者
を
取
り
巻
く
問
題

長
浜
市
の
合
併
時
の
65
歳
以
上
人

口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
19．

63
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
は
、
核
家
族
化
や

家
族
意
識
の
変
化
、
介
護
の
長
期

化
・
重
度
化
に
よ
り
、
家
庭
内
で
支

え
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
介
護
放

棄
や
虐
待
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
や
就
労
な
ど
に
対
す
る
社
会
の

理
解
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
た
め
に

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
や
知
識
は
、

若
い
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
次
代

に
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
近

年
、
多
世
代
同
居
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
学
校
や
地
域
で
、
高
齢
者
か
ら

昔
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
世
代
間
の
交
流
は
、
他

の
世
代
の
考
え
方
や
生
き
方
を
理
解
し

あ
う
こ
と
や
お
互
い
を
尊
重
す
る
気
持

ち
、
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
自
立
し
て
人
と
し
て
の

尊
厳
を
失
わ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
を

誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
、
周

囲
の
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

人
権
尊
重
啓
発
作
品
コ
ー
ナ
ー

「
守
ろ
う
人
権
な
く
そ
う
差
別
」

中
川
　
唯
さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

（
平
成
17
年
度
人
権
尊
重
啓
発
入
選
作
品
）

人　権

世
界
中
の
人
が
み
ん
な
仲
良
く
手
を

取
り
合
っ
て
人
種
差
別
を
な
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ハ
ー
ト
型
の
地
球

に
、
温
か
く
心
が
通
い
合
う
世
界
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

男女共同参画


	名称未設定

